
学問基礎（森） 11 2019-12-16 

授業日程について 
12月23日(月） 第13講(試験前の最後,1回休みがあったので実際は12回目） 

 1月20日(月） 期末試験 
 1月27日(月) 第14講(テスト返却とまとめ） 

1. 戦争体験・被爆体験に触れる  時間の経過とともに、戦争・原爆
による被災を生き抜いた方々は、確
実に減少していきます。直接・間接
に話を聞く機会も、次第に減ってき
ているようです。  長崎は、もとも

と、北九州の小倉
に投下される予定
でした。 

 偶然、私も4年前に広島の平和記念資料館に行
きました。2回目の訪問でした。展示の雰囲気が
変わってマイルドになっていてびっくりしまし
た。と、同時に、やはり、外国人ばかりで日本
人が少ないのが気になりました。 
 おそらく、皆さんの世代は、戦争体験・被爆
体験を直接聞ける最後の世代になると思われま
す。話を聞いた体験を大切にしてください！ 

2. 原爆について知ること  高校まででも「選択科目」はありました。しかし、大学
では、何を学ぶか、は、より自由になります。そして、高
校までに学んだことで、大学で学ばなくてもある程度の知
識を自分で身につけることができるようになっているはず
です。  だから、「教えてくれなかっ

たから知らなかった」は、皆さ
んの場合には、もう通用しませ
ん。なお、広島14万人、長崎7万
人と言われています。 

 とてもいい習慣だと思います。
新たに学ぼうと思うきっかけに
もなります。 

3. 世界の認識 
 アメリカ人の半分程度以上は「戦争を早く終わ
らせアメリカ人の犠牲を減らすためには、原爆投
下は必要だった」と考えているようです。 

 アメリカ人も含
めて、そのような
認識を深めるには
どうすればいいか。 
次回、考えます。 



4. ねずみ算的増加  ドラえもんのように、映像化して
表現すると、恐ろしさがわかりやす
いです。原爆の中でも似たような仕
組みで連鎖的に反応が起こります。 

 その通りで、
大変意外なこと
に、世界は小さ
いです。それを
ベースにいろい
ろ考えるのはい
いことです。優
しくなれる、ト
ランプともつな
がる、はいい発
想だと思います。 

 これもいい発想です。1世代25年程度とし、中国の歴史4000年で160
世代の世代交代とします。1組の夫婦に3人の子どもがいたとする（1.5
倍の人数になる）と、160世代で世界人口をはるかに超えて天文学的数
字になります。 

 音がループしている、
という表現は、いい表現
だと思いました！ 
 実際には、ある程度で止
まります。日本でも。ただ、
原理的にそうなので、抜け
出せないようです。 

5. 科学と戦争  精神分析で有名なフロイトに、有名な物理学者ア
インシュタインが手紙を書きました。「今後、人類
が戦争を起こすと、人類が滅びてしまうほど科学に
よる兵器が進歩してしまった。人間は戦争を回避で
きるか？」といった内容です。フロイトは「戦争を
回避できそうにない」と答えたそうです。次回の授
業のテーマの１つです。 

 私は皆さんに希望を見出し
ています！ 

6. その他  なるほど、そのような認識を持っ
ていたのですね…。国は「高速増殖
炉」という原子炉について、原子炉
を稼働すると、もっとエネルギーが
得られる、といったような誤解を招
きやすい説明をしていました。その
影響かもしれません。 

 ぜひ、見つけましょう！2つ見つけ
れば、桜美林大学関係者であること
を入れて、日本でただ一人です！ 

 3人ほど手をあげていましたよ！ 
 安心して手をあげてください！ 


